
地

球

鰐
二
十
四
金

解
六
班

男
八

六
四

明
治
初
期
を
中
心
と
し
た
両
島
廉
の
水
路
交
通
I

安

田

初

雄

叫
.
船

路

(聖
)

阿
武
隈
川

･
阿
賀
川
及
英
等
の
支
流
は
猪
苗
代
湖
と

共
は
明
治
初
期
に
於
け
る
両
島
牒
内
の
主
要
夜
水
上
交

通
路
で
あ
っ
た
｡
外
に
鮫
川
下
流
も
利
用
n
れ
た
か
も

知
れ
伯
が
､
未
だ
決
定
的
な
資
料
は
見
て
ゐ
覆

い
｡

侶
阿
武
隈
川

川
口
の
宮
城
腺
荒
演
か
ら
角
田
盆
地
の

丸
森
ま
で
が
第

一
置
､
丸
森
か
ら
阿
武
隈
高
原
を
横
切

つ
王
脱
島
盆
地
の
福
島
攻
で
が
第
二
置
p
以
上
を
倉
は

せ
て
下
流
部
船
路
と
し
､順
次
に
下
川
放
置
.
上
川
船
笹

と
す
る
｡
此
の
可
航
限
界
瓢
は
福
島
で
あ
る
｡
福
島
南

7
シオ
ガ･･J

部
伏

揮

附

近
か
ら
は
､
二
本
於
の
東
部
ま
で
川
身
は
阿

武
墜
向
原
に
陥
入
L
t
蓬
凍
岩

｡
稚
児
無
毒
附
近
の
急

瀞
裸
淵
を
造
つ
三

一十
数
肝
の
閏
不
可
航
国
を
覆
し
て

'<
.ナ
rl
ウ

ゐ
る
｡
上
流
部
船
路
は
二
本
桧
東
方
の
太
平
村

供

中

か

ら
須
賀
川
町
北
の
中
宿
ま
で
.
定
に
申
宿
か
ら
現
在
の

'･Jヨウ
シ
ン

tヽヨウオ
カ

西
白
河
郡
三
碑
柑

明

新

-

常
時
の
明

岡

村

と
新
田
柑
と

を
合
併
し
た
も
の
'
川
港
は
明
岡
に
あ
っ
た
0
-
攻
で

の
二
匿
に
分
け
ら
れ
る
｡
明
岡
の
南
は
川
床
に
岩
石
が

乱
立
し

てゐ
る
rJ
と
'
川
身
が
略
等
水
量
の
二
川
に
分

れ
て
ゐ
る
希
に
水
量
急
減
す
る
rJ
と
等
の
食
め
ほ
明
問

が
可
航
水
路
限
界
鮎
を
覆
し
て
ゐ
ね
｡
も
っ
と
も
更
に

上
流
で
も
筏
流
し
に
は
利
用
さ
れ
た
.
此
の
上
流
部
船

路
中
須
賀
川
中
宿
か
ら
明
岡
9
<で
の
間
に
は
乙
字
瀧
が

あ
ヵ
'
遡
航
は
容
易
で
夜
か
つ
ね
が
､
左
岸
に
近
-
巾
三

光
ば
か
与
の
堀
力
制
を
造
っ
て
酸
を
曳

き
上
げ
る
等
の

特
別
を
努
作
が
必
要
で
あ
っ
カ
.
叉
供
中

'須
賀
川
中
宿



置航可と両断縦の川河 同 一 第Ij

間
の
船
路
よ
カ
は
急
傾
斜

で
水
畳
が
少

い
等
に
依
っ

て
､
明
治
初
年

一
寸
航
行

は
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
'

明
治
十
年
代
か
ら
は
稀
に

利
用
さ
れ
た
位
の
も
の
で

あ
る
｡
下
流
部
船
路
と
錐

も
人
工
を
加

へ
ず
に
は
余

部
を
利
用
し
得

意かつ光

覚
永
の
未
は
代
官
古
河
重

(謎
二)
育
.
寛
文
十

一
年
に
河
村

瑞
軒
等
が
川
渡
を
行
っ
た

の
は
其
の
主
在
る
7g
の
で

あ
る
(第

一
図
参
照
)0

散
一

安
E=
和
雄

近
牝
に
於
け

る
阿
洗
脱
川
の
交
劫

昭

利
<
年
三
月

耐
粍
嚇
敦

常

州

堅

一
宮
下

膚
低
次

瀬
上
郷
土

教
本
節

一
陣

昭
利
六
年

二
月

明
治
初
期
を
中
心
上
し
た
湘
偽
保
内
の
水
路
変
成

㈱
阿
賀
川

骨
津
卒
の
蟻
川
及
金
橋
以
下
川
口
ま
で
連

宿
し
て
航
行
可
能
で
あ
る
.
金
橋
よ
少
上
流
は
猪
苗
代

盆
地
と
曾
津
平
間
の
急
流
ほ
か
J
る
の
で
航
行
不
能
で

あ
る
｡
可
航
置
間
中
で
79
越
後
山
脈
に
対
し
先
行
性
流

路
を
を
す
､
津
川
よ
わ
上
流
は
遷
移
鮎
が
数
個
所
に
敵

め
ら
れ
て
'
津
川
以
下
の
船
路
と
は
自
ら
別
匿
を
造
っ

て
ゐ
る
(第

1
閲
参
照
).

支
流
只
見
川
は
腐
骨
浄
郡

(謎
])

宵
床
は
遭
運
璃
立
所
が
あ
つ
ね
か
ら
､
可
航
水
路
と
し

て
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
が
未
詳
で
あ
る
｡

純
一

明
治
十
三
年

間
島
爆
統

計

(計
1.)

㈲
鮫
川

川
口

か
ら

石

城
郡

附
人
相
井
戸
揮
攻
で
遡
航

出
衆
力
｡
其
の
北
瀧
富
士
附
近
ほ
大
瀧
が
あ
き
､
鮫
川

の
流
路
中
最
下
位
の
遷
急
鮎
む
な
し
可
航
限
界
鮎
に
在

っ
て
ゐ
る
(第

1
固
参
賊
)q
I･

誹
一
三

番
沖
よ
り
の
餌
智

明
治
四
年

｢
平
潟
湊

よ
り

上
Ell
川
筋

小
川
村
池
造
船
横
に
仕
り
夫
よ
り
陸
路
八
里
程
牛
偏
に
て
□
□

明
岡
村
に
拭
､
同
肝
河
梓
よ
り
船
税
に
仕
り
倣

(
ば
貿
銀
空

向

に
荷
蒲
に
相
成
｣
文
中
上
E
川
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は
鮫
川
の
番

で
'
粧
Hl
附
虹
を

紐
て
髄
に
紘
ぐ
故
此
の
名
で
呼
ん
だ
ら
し
い

が
横
江ー
近
適
の
人
は
蝕
川
と
の
み
呼
ん
で
.
上
田
川
と
は
茸
は

貿

九

六
五



地

政

鮮

二
十
川
砂

ぬ
と
云
っ
て
ゐ
た
が
'
中
指
で
は
鮫
川
を
上
目
川
と
云
ふ
と
糎

収
し
た
｡
(
昭
和
十
年
八
月
の
巡
検
に
際
し
て
)

㈱
猪
･餌
代

湖

泥

鑑

が

充

分

あ

る

か

ら

鹿

斎

場
rb
へ
蘇

れ
ば
如
何
な
る
方
向
ほ
で
も
航
行
出
凍
死
が
､
湖
脚
翁

ッポ
アケ

ヤ
マガ
タ

ハ
マジ

韓
か
ら

轟

楊

･

山

潟

･

潰

路

･
舟
津
等

へ
通
ず
る
航
路

が
主
要
を
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
.

第

一
衷

下
川
贈
匿
の
川
港

(明
治

十
四
非
)

静
六
班

思

〇

六
六

二
､
溝

川
港

｡
湖
港
も
時
代
に
依
カ
､
名

･
位
置

･･数
等
に

塵
化
を
凍
た
し
た
｡

(T=7)

仰
阿
武
隈
川

下
川
舶
匿
(
第

一
表
参
照
)

荒
潜
は
荻

潰
･石
巻
｡平
潟
等
と
僻
ん
で
束
北
日
本
太
平
洋
沿
岸
の

重
要
港
で
あ
っ
た
｡
阿
武
隈
河
谷
北
部
h
l主
な
後
脊
地

丸 くた 1lJ乎 下 _;田 立 藤 盲目)-･ 光

名 緒
森 lH Erl-Br蝕 フ場 幡 波 崎 亨'Lilt

現
水

位

位

宮

城
嚇
亙
排
郡
光
輯
村

〃

〃
名
取
都
議
捕
村

〝 〝 〝 〝 〝

〃

岩
沼
町

〃

千
教
材

柴
川

郡

槻

木
町

〃

船
岡

村

仰

具

邦

光

松

村

〃

〃

九
日
町

〃

〃

金
山

町

〃

〃

丸

森

港川の部流下川限武阿 図 二 節
る伏L,C問の.件瑞相河閥年女蒐 I

-4即かI-▲清明 1Ⅰ

祉

金

川
を
臆
町
峯
町
と
も
云
つ
た
｡



と
し
で
ゐ
ね
｡
千
石
積
の
新
鹿
が
入
港
し
､
江
月
操
川

へ
の
回
漕
米
を
此
魔
で
検
査
し
て
､
そ
れ
に
積
み
か
へ

た
｡
問
屋
も
敷
戸
あ
わ
阿
武
隈
川
港
と
し
て
最
も
繁
盛

第
二
衷

上
川
船
匿
の
川
港

し
た
も
の
で
あ
る
｡
丸
森
は
下
川
放
置
の
限
界
で
､
渚

貨
物
の
積
み
か

へ
港
で
あ
る
｡

㈲
上
川
舶
匿
(第
二
表
参
照
)
(聖
)

(
明
綿
十
四
舛
)

捲

翁

ヌ7柄
級徳秦長川じ抑叩

鎌廠

江淑那…叫･T7一t

(光
文
年
間
)

仝

上

水

洋

河

作

柄
上
河
搾

中
川
河
梓

粂

川

河

岸

大

枚

河

梓

他

江

河

･Ll

仰
姓
崎
河
搾

中

榊

河

梓

上

郡

河

挿

桑
折
河
梓

伏

㍊

河

梓

川

河

･Ll

御

上

河

梓

沌
利
河
･:.Ll

耐

島

河

沖

天
榊

河
搾

硯

水

位

荘

何

城
蝶
伊

具
邦
丸
森
町
小
倉
の
相
方

〃

〃

大
張
付
後
陣
附
近

締
掩
牌
伊
達
郡
餌
野
村
舟
淡
附
近

〟

〃

粂
川
町

〃

〃

大
枚
村

〃

〃

悲
江
野
村
徳
江

〃

～

伊
連
峰
村
道
林

〃

〝

保
.原
町
申
御

〃

〃

仰
建
峰
村
沖

〃

〝

桑

折
町
南
部

〝

〃

伏
胡
村

〃

〃

長
州
村

長

岡

〝

信

夫
那
淑

上
町

船
場
町

〃

〝

鎌
川
村
舟
戸

〃

〃

純
利
村

〃

櫛

良
市
御

裁

町

〃

倍
大
邦
地
利
村

水
曜

･
田
上
河
梓

よ
り
の
川
路
距
離

プて PLi二 〇 六 1叫 ニ 0 八 六 三 二

粁 粁 粁 粁 粁 粁 粁 粁 粁 粁 粁 粁

別
納
初
期
を
中
心
と
し
た
揃
鵜
船
内
の
水
埜

米
如

訊

一

明
的
十
四
咋
十

-1
月

別
晒
店
集
合

決
競

鎚
貿
衷

訊二光
文
年
間
の
川
髄
は
揃
島
闘
啓
餌
滞

留
'
川
村
瑞
軒
脱
脚
銘
に
依
る
｡

瓢
三

妃
頃
の
川
版
物
で
澗
偽
の
川
船
ikl舟

場
町
と
せ
る
も
の
が
御
赦
町
が
･.H
で

あ
っ
た
こ
と
は
古
老

の
首
に
ょ
つ
て

も
知
れ
る
し
'｢
明
治
二
十
舛
日
本
組

措
骨
批
耐
蝕
騨
設
聡
に
付
き
新
市
餌

開
柄
問
｣
と
云
ふ
扇
河
に
架
か
れ
た

地
図
に
依
る
と
御
酒
町
に
回
粁
荷
物

収
政
所
あ
り
'
舟
場
町
に

も荷
物
郎

政
所
と
し
て
あ
る
が
袋
物
の
大
倉
棚

は
御
赦
町
に
あ
っ
た
｡
例
の
瑞
軒

の

オ
サ
ラ
'4･

脚
に
伐
る
と
此
ハ底
に
は

大

仰

城

の
南

に

家
中
宅
が
あ
り
御
城
釆
御
城
､
上

組
尉
三
台
船
骨
肝
､
上
梓
和
拡
大
弼

収
と
順
次
南
に
沈
ん
で
川
に
而
し
て

ゐ
た
｡

望
l

六

七



地

球

制
上
流

部
船
路
(
第
三
衆
参
闇
)

節
二
十
四
谷

3
.

捲川の部流上川隈武阿

上
流
部
船
路
の
川
港

(明
治
十
年
以
前
?
)

節
大
紋

竃

]

六
八

純

一

該
表
は
鎚
漕
事
務
に
榊
伸
し
た
人
､
そ
の
他
現
地
の
古
老
に
よ

-
､
船
岡
屋
の
併
水
琴
も
疎
め
得
た
も
の
を
此
虚
に
か
ゝ
げ
た

鬼
故
門
は
三
春
の
外
船
で
あ
っ
た
O

墾

1

明
治
十
三
空
胴
鳥
牌
統
計

池
巡
脚
立
桝
排
水
地
に
は
胡
教
川

本
宮
､
二
本
松
の
三
ヶ
所
だ
け
靭
げ
て
あ
る
｡

瑚
阿
賀
川
及
其
の
支
流
等
(
第
四
未
参
照
)

節
四
衷

阿
賀
川
及
其
の
支
流
の
川
港

(明
治
十
三
年
)

粘

名

満
水

河

岸

瑚
切
北
河
岸

両
峰
前
河
樺

柴

崎

河

岸

徳

樺

河

樺

班
ノ
ド
河
挿

大
船
戸

｡
新

港
戸
小

松

河

搾

鋭

衣

位

荘

編
曲
塀
耶
麻
郷
願
川
町
(
大
腰
川
)

〃

〃

党
籍
村
骨
如
(
阿
貌
川
)

〃

〃

鵬
穂
村
山

科
(

〃

)

〃

〃

新
郷
相
川
17.洲
(
〃

〕

〃

河
消
郡
部
岡
村
徳
梓
(

〃

)

〃

〃

笈
川
村
籾
幡
(
日
桶
川
)

新

潟
櫛
米

綿
眉
部
神
川
町
(
阿
袈
川
)

〃

〝

下
健
村
小
石
耽
(
〟

)

---A- ･伽のJlJ

靴

1

該
表
は
明
治
十
三
咋
間
島
嚇
雑
計
に
依
る
｡

堅

一

明
治
二
十

t
聖
肺
位
牌
統
計

に
依

る
､

耶
麻
榔
駒
形
村
金
蹄

(
日
柿
川
)
'
仝
郷
山
都
村
(
阿
勃
川
)
.
河
沼
榔
淡
下
町

(
鵜
沼

川
)
等
も
川
港
で
あ
っ
た
｡



固 四 第
鮫
川
の
川
池
は
明
治
以
前
は
於

い
て
大
島
･鹿
野
･非

月
曜
等
で
あ
っ
た
ら
し

い
｡

㈱
猪
苗
代
湖
の
港
(第
五
表
参
照
)

第
五
表

猪
苗
代
湖
の
港

(明
治
十
三
%
)

河
港
の
位
置
は
地
方
中
心

都
市
及
其
れ
に
連
絡
す
る
上
'

都
合
の
良

い
地
瓢

(
両
島
保

原
は
封
す
る
中
瀬
等
)
重
要

を

交
通
路
は
面
し
た

宋

村

(
小
泉
等
)等
は
支
配
さ
れ
て

ゐ
る
｡
航
行
限
界
旦
相
島
等

ほ
あ
っ
て
は
可
航
限
界
よ
少

接 辞 東 山鎗椛 部[申 船 粘

山 河 楊 泊搾梓

現

水

位

澄

浦
島
嚇

安
和
部
月
形
村

〝

〝

締
良
材

〃

〃

月
形
村

〃

〃

〃
･

〃

耶
脱
却
鎗
鳥
相

〃

ヶ

月
輪
村

〃･

〃

〃

〃

北

曾
津

那

棒

材

〃
･

〃
･

〃
,

明
治
初
期
を
中
心
と
し
た
輔
曲
嚇
内
の
水
路
安
逸

僅
か
で
は
あ
る
が
､
下
流
は
夜
つ
ね
と
云
ふ
棟
夜
勤

に

も
人
文
的
原
因
が
河
港
位
置
決
定
に
賓
要
を
役
割
を
は

た
し
て
ゐ
ね
こ
と
が
理
解
出
凍
る
｡
川
港
栄
藤
の
教
壇

は
見
る
べ
き
も
の
が
鈍

い
｡
盤
川
滑
水
河
岸
で
は
倉
庫

(
一
六
開
催
-
)
二
棟
問
屋
二
･三
軒
で
あ
っ
た
と
云
ふ
｡

瀬
上
河
岸
に
は
三
間
に
六
間
の
倉
雄
三
棟
店
七
軒
の
小

党
静
が
有
っ
た
｡
問
屋
は
河
岸
場
か
ら
離
れ
た
町
に
存

す
る
例
(
保
原
三

本
於
等
)
も
あ
る
｡常
時
の
宿
輝
が
繁

盛
し
て
ゐ
力
率
を
皿
払
合
は
せ
で
､
基
等
の
事
は
水
運

が
陸
運
に
此
し
て
､
飴
も
重
要
性
を
有
し
な
か
つ
ね
こ

と
聖

耶
す
｡(
阿
武
隈
川
上
流
部
･阿
賀
川
の
津
川
･座
州

等

T3

六

九



地

球

節
二
十
四
啓

開
等
特
に
蝕
み
)
河
岸
場
栄
蕗
は
川
秋
･洪
水
は
逢
以
易

い
氾
濫
脱
の
或
る
種
来
港
と
共
に
､
現
在
荒
磨
村
落
の

一
系
列
は
属
し
て
ゐ
る
｡

三
､
船

阿
武
隈
川
の
下
川
鼎
(
仝
直
の
躯
)
は
三
十
石
以
上
､

止
川
船
及
び
上
流
部
の
船
は
二
十
石
横
位
の
も
の
で
'

下
川
糖
よ
ら
小
n
い
の
は
潜
熱
で
あ
る
｡
上
川
胎
は
長

(TT=])

さ
五
間
､
幅
五
八
-

長
さ
六
闘
牛
.
幅
七
八
位
の
大

き
さ
で
あ
る
ほ
封
し

て､
上
流
部
の
船
は
長
さ
五
間
､

(詣
二)

幅

七

尺

で
米
四
十
八

億(
四
斗
五
升
入
)
を
積
み
程
ね
と

(#
H!)

云
ふ
か
ら
大
差
夜
か
つ
ね
｡
他
の
川
の
79
大
同
小
異
で

コ
ゲ
ーブ
千

あ
っ
た
｡鹿
は
何
づ
れ
79
帆
を
有
す
る
航
源
触
(
小
鳥
飼

節
大
紋

男

四

第
大
喪

河
岸
別
胎
教

船
)
で
土
地
の
者
は
別
に
チ
ュ
ク
セ
ン
鹿
と
栴
し
て
ゐ

る
｡急
流
部
の
遡
航
に
は
麻
縄
が
必
要
で

舟
辛

鐸i(1
7i--･-

ほ
沿
ふ
て
造
っ
て
あ
る
道
を
カ
ビ
つ
て
'
此
の
純
で
船
(i=ム
)

を
曳

き
上
げ
た
.
船
の
数
に
就

い
て
第
六
髭
に
表
を
掲

i
,O
阿
武
隈
川
の
上
流
部
で
は
組
各
組
織
で
通
船
を
初

め
た
際
に
四
十
八
度
の
鍵
造
敷
布
払
'須
賀
川
･明
岡
各

は
二
十
四
壁
づ
つ
分
け
ね
と
云
ふ
｡
叉
革
質
八
度
'
角



田
入
費
p
原
町
轟
町
二
十
四
度
'
丸
森
宵
二
十
八
糞
､

沼
上
十
隻
､
五
十
棒
六
度
､
染
川
大
豊
'
福
島
八
度
(
外

三
愛
は
客
船
)
あ
あ
等
と
云
ふ
も
の
が
有
る
が
.
そ
の

時
期

｡
数
の
正
否
は
未
詳
で
あ
る
｡
然
し
港
勢
の
比
較

に
は
概
略
利
用
出
凍
る
｡

こ
れ
等
の
船
は
線
べ

で貨
物
船
で
あ
る
｡

駄

l

宮
下
審
佐
治

樹
上
郷
土

教本
一
問
貫

靴
二

上
流
部
船
路
の
船
頭
だ
っ
た
岩
倉

の
話
に
依
る
｡

託
三

長
井
政
太
郎

最
上
川
の
水
越
及
び
輸
送
牌
賓
に
就
き
て
.

地
和
雄
評
静
六
ノ
一
〇

三
177式

靴
凹

阿
武
限
川
上
川
船
拓

では
船頭
一
人
､
井
手
二
人
が
乗
組
員
で

船
頭
は
船
中
に
雄
り
鵬
を
と
っ
た
U
仝
川
上
沌
部
で
は
船
醜

一

人
舟
子

1
人
で
あ
っ
た
｡
比
の
舶
弗

は
後
に
.T.jn
越
す
O
阿
教
川

で
は
五
人
位
爽
組
ん
で
ゐ
た
と
云
ふ
｡
三
､
四
人
か
か
り
で
曳

き
上
げ
た
の
で
あ
る
｡

祉
五

明
治
十
二
聖
岬
偽
嚇
統
計
､
明
治
十
三
空
欄
鳥
僻
統
計

此

の

外
の
燦
統
計
に
は
河
岸
別
船
数
の
記
戟
な
し
O

(
米
山･.i
)
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0
欧
韮
鮎
描

下
関
沖
弟
著

二
光
批
毅
行

先
讐

南

八
十
錦

著
者
下
E
氏
は
大
阪
命
日
の
経
済
部
長
と
し
て
有
名
な
方
で
あ
る
が

昭
和
九
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
放
流
各
地
を
巡
遊
さ
れ
'
比
伴
案

｡

セ
レ
べ
ス
｡
ジ
ャ
バ
･
印
度
か
ら
イ
ラ
ク
｡
シ
リ
ア
を

へ
て
土
耳
廿
に

入
り
､
バ
ル
カ
ン
終
邦
を
紡
関
し
て
倣
洲
に
川

た
と
こ
ろ
の
せ
鼎
新
市

場
視
察
陶
の
恥
道
を
き
れ
た
と
き
の
出
席
許
で
あ
る
｡
勿
論
本
啓
は
さ

う
し
た
嬢
所
事
情

の
研
究
を
専
門
的
に
背

い
た
の
で
は
な
-
'
束
邦

の

遊
士
が
い
か
に
そ
の
誠
歴
し
た
桝
に
旗
愁
を
感
じ
た
か
と
い
ふ

い
僻

の

英
文
約
本
で
あ
る
O
絶
っ
て
地
軸
啓
で
は
な
い
け
れ
ど
も
t
か
う
し
た

感
慨
に
み
ち
た
施
行
紀
は
雑
費
滋
だ
嘗
て
親
ん
だ
こ
と
が
な
い
O

セ
イ

ロ
ン
に
し
て
も
'
ペ
ル
シ
ャ
渦
に
し
て
も
イ
ラ
ク
の
沙
喋

の
淡
に
し
て

も
'
ト
ル
コ
で
の
追
憶
に
し
て
も
'
食
中

い
づ

こ
を
み
て
も
'
金
-
フ

レ
ツ
.L
ユ
な
感
じ
で
珍
ら
し
-
'
き
う
し
て
傑
-
考

(
さ
せ
ら
る
ゝ
地

淋
で
あ
る
と
の
感
に
う
た
れ
る
｡
弘
む
る
俳
は
'タ
脚
の
バ
ル
カ
ン
'
古

都
バ
ク
ダ
ッ
ト
､
コ
ロ
ン
ボ
の
フ
h.
ル
ナ
ン
ド
欝
､
雌
博
の
ジ
ャ
ワ
tA

潜
入
の
家
庭
､
白
と
非
､

マ
ニ
ラ

の
申
赦
､
珍
魚
デ
オ
P
ギ
I
.
背

熱

の
ペ
ル
シ
ャ
僻
'
シ
リ
ア
抄
淡
を
桃
切
る
､
土
耳
甘
難
倍
､
沈
秋
の
塔

ナ
チ
ス
防
風
事
件
船
級
の
伯
林
､
シ
ャ
ガ
EL
,フ
文

の
駕
港
､
紫
外
的
二

逆
手
を
侭
ぷ
'
鰐
を
喰
ふ
､
三
甘
年
前
の
日
本
地
桝
'
ダ

マ
ス
ク

へ
､

稀
輸
入
物
語
､
窮
柚
を
恩
ふ
｡
と
い
ふ
二
十
締
､

い
づ
れ
も
ア
ト
ラ
ク

空
茶

七

一


